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  本研究ではかかと部の編成が大きい直角形状ソックス，及びかかと部の編成が小さい通常ソッ
クスを用いて圧迫力測定，ずり落ち量の測定，および履き心地に関する官能評価試験を行い，か

かと部の編成形状が履き心地に及ぼす影響を検討した．その結果，婦人用平編無地のソックスに

おいて，直角形状ソックスは足首部分の締め付けがなくてもフィット感がありずり落ちにくくな

ることが明らかになった．また，ゴム無し平編ソックスにおいては，直角形状ソックスは，ずり

落ちの軽減が可能になることが明らかになった．一方で，サポートタイプのソックスではゴム糸

によるサポートの影響が大きいため，ずり落ちや圧迫感に関しては，かかと編成形状の影響が出

にくくなることがわかった． 
 
 

1. 緒言 

 
ソックスのかかと部は，筒編の一方に袋状の編地を形成

するもので 1)，工業化以前の手編みだった時代には足の形

に合わせて大きく編成し，角度が直角であった．しかし靴

下編機の登場以降，シリンダの正逆往復反転運動により編

成するため生産性の関係もあって，かかと部の編成は小さ

く角度も 120度程度が主になっているが，株式会社良品計
画は形状が足なりに直角になったソックスを発売している． 
ソックスの履き心地に関する研究では，西松らが繊維素

材だけが異なるカジュアルソックスを用いて素材が履き心

地に及ぼす影響を検討した研究 2)，口ゴム部の長さあるい

は総丈がカジュアルソックスの履き心地に及ぼす影響を検

討した研究 3)，筆者らが行った，カジュアルソックス口ゴ

ム部の圧迫力が履き心地に与える影響の検討 4)，圧迫感と

ずり落ち感が履き心地に与える影響の検討 5)，靴内のすべ

り感が履き心地に与える影響の検討 6)などがあるが，角度

の違い，すなわちかかと部の編成形状の大きさが履き心地

に及ぼす影響の定量的な研究はこれまでされてこなかった．

そこで，かかと部の編成が大きい直角形状ソックス，及び

かかと部の編成が小さい通常ソックスを作製して圧迫力測

定，ずり落ち量の測定，および履き心地に関する官能評価

試験を行い，かかと部の編成形状が履き心地に及ぼす影響

を検討した． 
 
 

2. 実験方法 

 
2.1 試料 

実験に用いた試料ソックスは婦人用ソックスが，1.平編
無地タイプ，2.レッグ部サポート糸挿入タイプ，3.口ゴム無
しタイプ，及び 4.ハイソックスタイプの 4タイプの靴下で，
それぞれに a：かかと部の編成が大きい直角形状ソックス，
及び b：かかと部の編成が小さい(かかと部角度が 120 度)
通常ソックスを作製した．また，紳士用ソックスが 5.レッ
グ部サポート糸挿入タイプ，6.平編無地タイプ，7.リブ編タ
イプで，婦人用ソックスと同様に a：かかと部の編成が大
きい直角形状ソックス，及び b：かかと部の編成が小さい(か
かと部角度が 120度)通常ソックスを作製した．表 1及び表
2に試料ソックスの詳細を示した． 

  
2.2 官能検査 

官能検査方法は一対比較法である．被験者は女性が 20
代~30 代の健康な女性 10 名，男性が 20 代~40 代の健康な
男性 9名とした．被験者は試料ソックスの直角形状ソック
ス a 及び通常ソックス b，を片足ずつ着用し衣服圧測定装
置 AMI3037-10(株式会社エイエムアイ・テクノ)を用いて，
座位状態での足首部分の前・後面における着圧を測定した．

ついで，衣服圧センサを取り外し，サイクルマシンを用い

て 2 分間運動（50rpm，負荷：トルク 0.8N･m）を行った．
その直後，運動前後における口ゴム部最上部までの高さか

ら口ゴム部のずり落ち量を算出した．さらに官能試験を行
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った．一対比較法に用いた形容語は「ずり落ちない－ずり

落ちる」，「足首部分のフィット感がよい－足首部分のフィ

ット感が悪い」，「かかと部分のフィット感がよい－かかと

部分のフィット感が悪い」，「全体のフィット感がよい－全

体のフィット感が悪い」，「足首を動かしやすい－足首を動

かしにくい」，「履き心地がよい－履き心地が悪い」の 6種
類である．評価法は 5段階を点数化する方法（＋2点，＋1
点，0点，－1点，－2点）で行った．被験者は左右のソッ
クスを入れ替え同様に試験した． 

表 1 試料ソックスの詳細(婦人用ソックス) 

 

 
表 2 試料ソックスの詳細(紳士用ソックス) 

 

 

3. 結果及び考察 

 
3.1 婦人用ソックスにおける直角形状の影響解析 

ソックス 1を着装した時の平均嗜好度を図 1に示した．
足首部着圧は 1-aが 6hPa，1-bが 7hPaで有意水準 5%で差
があり，ソックス 1-b のほうがソックス 1-a よりも足首部

着圧が大きかった．しかし，足首部のフィット感は 1-a の
ほうが良い評価であった．一方，ずり落ち量は 1-a のソッ
クスが平均 7.1mm，1-bのソックスが平均 7.3mmで差はな
かった．したがって，婦人用平編無地のソックスにおいて，

直角形状ソックスは足首部分の締め付けがなくてもフィッ

ト感がありずり落ちにくくなることが明らかになった． 
ソックス 2を着装した時の平均嗜好度を図 2に示した．

レッグ部サポート糸挿入タイプのソックス 2 では，2-a と
2-b では足首部着圧及びずり落ち量も有意水準 5％で平均
値に差はなかった．また，官能試験結果もほとんど差が見

られなかった．したがって，婦人用レッグサポートタイプ

のソックスではゴム糸によるサポートの影響が大きいため，

ずり落ちや圧迫感に関しては，かかと編成形状の影響が出

にくくなることがわかった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 ソックス 1(平編(天竺))を着装した時の平均嗜好度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2  ソックス 2(サポートタイプ)を着装した時の平均嗜

好度 

 
ソックス3を着装した時の平均嗜好度を図3に示した．

口ゴム無しタイプでは，足首部着圧に差はなかったが，ず

り落ち量は 3-a が 5.6mm，3-b が 8.4mm と有意水準 1%で
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3-aのほうが 3-bよりもずり落ち量が少なかった．官能試験
結果でも，ずり落ち感は少しではあるが 3-a のほうが良好
であった．したがって，ゴム無し平編ソックスにおいては，

直角形状ソックスは，ずり落ちの軽減が可能になることが

明らかになった． 
ソックス 4を着装した時の平均嗜好度を図 4に示した． 

ハイソックスタイプのソックス 4では，4-aと 4-bでは足首
部着圧及びずり落ち量も有意水準 5％で平均値に差はなか
った．ハイソックスタイプでは，ずり落ちや圧迫感に関し

ては，かかと編成形状の影響が出にくくなることがわかっ

た． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 3  ソックス 3(口ゴムなしタイプ)を着装した時の平均
嗜好度 

 

 
図 4  ソックス 4(ハイソックス)を着装した時の平均嗜好

度 
 

3.2 紳士用ソックスにおける直角形状の影響解析 

レッグ部サポート糸挿入タイプのソックス 5を着装した
時の平均嗜好度を図 5に示した．官能試験結果に差は見ら
れなかった．一方，着圧測定の結果は 5-aが 15hPa，5-bが
17hPa であった．平均値の差の検定を行ったところ有意水
準 5%で差があった．すなわち，5-bのほうが 5-aより足首
部の圧迫力が強かった．しかしずり落ち量に関しては差が

見られなかった．以上のことから，ソックス 5-a は 5-b よ
り足首の圧迫力が弱いがずり落ち量は変わらない．これは，

婦人用と同じくサポートタイプのソックスではサポート力

の効果が大きく影響して，直角タイプの編地と通常編地の

差が出にくくなると考えられる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5  ソックス 5(サポートタイプ)を着装した時の平均嗜

好度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6  ソックス 6(平編(天竺))を着装した時の平均嗜好度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7  ソックス 7(リブ編)を着装した時の平均嗜好度 
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平編のソックス 6を着装した時の平均嗜好度を図 6に示
した．どちらが好まれるか項目によって分かれた．また，

着圧測定，およびずり落ち量測定の結果では 6-a，6-bのソ
ックスに差は見られなかった． 
リブ編のソックス 7を着装した時の平均嗜好度を図 7に
示した．すべての項目において直角である 7-a のほうが好
まれた．着圧測定の結果は 7-a の平均が 6hPa，7-b の平均
が 7hPaで，有意水準 5%で差があった．いっぽうで，ずり
落ち量に関しては差が見られなかった．したがって，7-a
は 7-b と比較して，足首部の圧迫力が強くなくてもずり落
ちにくく，履き心地がよいソックスであることが明らかに

なった． 
 
表 3 婦人用ソックスの平均ずり落ち量および平均足首

部圧迫力 
 
 
 
 
 
表 4 紳士用ソックスの平均ずり落ち量および平均足首

部圧迫力 
 

 

 

 

 

4. 結言 

 

本研究ではかかと部の編成が大きい直角形状ソックス，

及びかかと部の編成が小さい通常ソックスを用いて圧迫力

測定，ずり落ち量の測定，および履き心地に関する官能評

価試験を行い，かかと部の編成形状が履き心地に及ぼす影

響を検討した．その結果次の知見が得られた． 
 
(1) 婦人用平編無地のソックスにおいて，直角形状ソッ
クスは足首部分の締め付けがなくてもフィット感がありず

り落ちにくくなることが明らかになった．また，ゴム無し

平編ソックスにおいては，直角形状ソックスは，ずり落ち

の軽減が可能になることが明らかになった． 
(2) サポートタイプのソックスではゴム糸によるサポー
トの影響が大きいため，ずり落ちや圧迫感に関しては，か

かと編成形状の影響が出にくくなることがわかった． 
 (3) 紳士用ソックスにおいて，直角形状編成はリブ編ソ
ックスにおける快適性に良い影響を与えることが明らかに

なった． 
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試料ソックス 1-a 1-b 2-a 2-b 3-a 3-b 4-a 4-b

平均ずり落ち量
(mm)

7.1 7.3 4.1 4.2 5.6 8.4 7.7 8.2

平均足首部圧迫力
(hPa)

6 7 17 16 7 7 4 5

試料ソックス 5-a 5-b 6-a 6-b 7-a 7-b
平均ずり落ち量

(mm)
8.8 7.7 9.3 7.6 13.4 11.5

平均足首部圧迫力
(hPa)

15 17 7 8 6 7


